
10月号

秋空の下、町内の小・中学校で、秋季大運動会が開
かれました。
９月９日に行われた平生中学校の運動会（写真）で
は、「熱戦！！～叫べ勝利の雄叫びを～」をスローガ
ンに、白虎・朱雀・青龍の３隊が対決。徒競走をはじ
め、迫力あふれる応援合戦や綱引きなど、各種目で白
熱した戦いを繰り広げました。

勝利を目指して！

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■風力発電機６基を増設（Ｐ２～３）

■ケーブルテレビがやってくる（Ｐ４）

■下水道　水洗化はお早めに（Ｐ５）

■10月は「循環型社会形成推進月間」（Ｐ６）

■町長室の窓（Ｐ11）

■まちの話題（Ｐ12～13）

■情報伝言板（Ｐ18～19）

主な内容

◇発行：平生町役場　〒742-1195 山口県熊毛郡平生町大字平生町210番地の1 Tel0820（56）7120<企画課>
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大星山周辺に

風力発電機６基を増設！
地球環境を保全し、温暖化を防止することは、今世紀における人類共通の課題であり、その解決策とし

て新エネルギー（※）導入への期待はますます高まっています。

中でも、風力発電は太陽光と並ぶ新エネルギーの主役として、各方面で普及が進められています。

平生町では、いち早く風力発電に着目し、地域おこしのシンボルとして積極的に風力発電導入の支援を

行ってきたところです。

このたび、大星山山頂に立つ既設の風力発電機に続き、新たに６基の風力発電機が、平生風力開発(株)に

よって室津半島スカイライン・箕山周辺に増設されることとなりました。計画の概要は以下のとおりです。

○事業主体 平生風力開発株式会社

平生町大字平生町568-5

○事業規模 風力発電機　1,500kw（既設と同規模）×6基

付帯設備・連係変電設備

○総 工 費 約23億円

○工　　期 平成19年10月～20年９月（予定）

◆運搬路拡幅・機材運搬・風車据付

平成19年10月下旬～平成20年５月

◆電気工事（送電線埋設工事・送電連係）

平成19年10月下旬～平成20年６月

◆試運転・調整

平成20年６月～平成20年９月
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9月28日、平生風力開発(株)が室津半島スカイ

ライン・箕山で風力発電事業を展開するにあたっ

ての企業進出協定調印式が町役場において行われ

ました。

平生町、平生風力開発(株)、日本風力開発(株)、

(株)酉島製作所が出席して行われた調印式では、

進出までの経過や事業計画の説明の後、協定書へ

の調印が行われました。この協定をもとに、地球

温暖化防止や環境意識の高いまちづくりに向け

て、風力発電事業を円滑に進めていくこととなり

ます。

平生風力開発株式会社と企業進出協定調印

8月28日、平生港田名埠頭に風力発電機材の第

１便が到着し、大型クレーンを使って陸揚げさ

れました。

今回陸揚げされた機材は、風力発電の発電機

部分「ナセル」と羽根の付け根にあたる「ハブ」

６基分です。

風力発電機材第1便が陸揚げ

平生町老人福祉センター（曽根地区）からの完成イメージ図

自然の力やリサイクルをもとにしたエネルギ

ーです。太陽光や風力以外に廃棄物発電・バイ

オマス発電があり、地球温暖化の原因になる二

酸化炭素を出さないか、出しても少ないため、

石油などの化石燃料の代替エネルギーとして期

待されています。

■問合せ先　　町役場企画課　Tel（56）7120 平生風力開発(株) Tel（56）6207

※新エネルギーとは…
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農薬危害防止運動（強化月間）
10月１日～11月30日は農薬危害防止運動の強化月間です。

農薬の使用にあたっては、次の点に留意し、普段にも増して細心の注意を払いましょう。

●慣例的な農薬散布は避け、病害虫の発生や被害の有無を確かめてから、本当に使用しなければならないか

判断しましょう（小規模の発生であれば、被害部の剪除や害虫の捕殺も有効です）

●農薬を使用する際には、包装容器のラベルをよく読んで、対象作物、適用病害虫、使用倍率・回数などの

使用方法を守って、適正に使用しましょう

●散布方法や風に注意し、飛散事故が発生しないようにしましょう。特に、住宅地の周辺で農薬を使用する

際には気を付けましょう

●使用者自身が農薬に被曝しないよう、マスクや手袋、長袖の着衣などの装備をし、安全に使用しましょう

●農薬を使用したら、ほ場や作物ごとに、使用年月日、農薬の種類、使用倍率など、農薬の使用状況を必ず

記録しましょう

●農薬は、必ず鍵の掛かる保管庫に入れましょう

■問合せ先　町役場企画課　Tel（56）7120 Ｋビジョン(株) Tel0833（44）4936
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■問合せ先　町役場町民課　Tel（56）7113

ごみの野外焼却は
法律で禁止されています
野外焼却は、たき火その他日常生活で通常行わ

れる軽微な焼却、農業を営むための焼却や、宗教

上の行事などの一部の例外規定を除き禁止されて

います。（廃棄物の処理及び清掃に関する法律）

ドラム缶・ブロックを積み上げただけの炉や、

設備が十分でない焼却炉での焼却も野外焼却と同

じ行為とみなされます。特にご家庭にある簡易焼

却炉は、設備が十分でない場合が多いのでご注意

ください。なお、違反者には罰則規定が適用され

る場合があります。

また、例外規定とされている焼却を行う場合で

も、地域の生活環境への影響が軽微となるよう、

焼却の条件（風向きなどの気象条件、時間帯、焼

却量）にご注意ください。

みなさんの快適で住みよい環境を維持していく

ために、家庭から出るごみは、分別・減量化に努

め、生ごみなどを堆肥化する場合を除いて、定期

収集に出されるようご協力をお願いいたします。

10月は「循環型社会形成推進月間」です

家庭でできる３Ｒの取り組み

町では、ゴミの減量・資源化・環境美化の取り組

みとして、次のような補助制度がありますのでご利

用ください。

資源ごみの回収（廃品回収）をした団体に奨励金

を交付しています。

対象となる団体は、子供会・自治会などで営利を

目的としない団体です。

必要なものだけ買いましょう
過剰な包装は断りましょう
買い物にはマイバックを持参しましょう
詰め替えできる商品を選びましょう
ごみを正しく分別しましょう
再生して作られた製品を利用しましょう

山口県では、毎年10月を「循環型社会形成推進

月間」とし、県民に広く循環型社会の形成に関する

理解と関心を深めてもらうための取り組みを推進し

ています。

私たちの身の回りで出来ることの１つに、３Ｒ

（スリーアール）があります。

私たちも、これを機会に一人ひとりが自らの生

活・行動を見直してみましょう。

◇資源ごみ回収奨励金

◇生ごみ処理機(電気式)

家庭から出る生ごみの減量・資源化を促進するた

め、生ごみ処理機（電気式）を購入される人を対象

に、購入費の一部を補助しています。

【補助金額】購入経費の３分の１　(限度額10,000円)

◇環境衛生整備事業（ごみボックス設置）

カラスやネコによるごみの散乱を防ぐため、ごみ

ステーションに設置するごみボックスを購入される

自治会を対象に、購入費の一部を補助しています。

【補助金額】購入経費の２分の１　(限度額20,000円)

県道伊保庄平生線

（ひらお特産品セン

ター前～山口銀行

前）沿いを花で帯状

（ベルト）に飾り、

住んでいる人、まち

を訪れる人に「うる

おい」と「やすらぎ」

ふるってご参加ください！
フラワーベルトの植栽

【植栽式】
日時 10月27日土　午前９時
場所 平生町スポーツセンター

グラウンド管理棟付近
【花　種】

ビオラ　約１万株

を与え、イメージアップを図ろうと、年２回植栽を

行っています。

みなさんふるってご参加ください。
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「緊急地震速報」の提供が始まりました
「緊急地震速報」は、昨年の８月から、特定の事業者に対して提供が始まっていましたが、今年

10月１日から本格的に一般のみなさんへ提供されることとなりました。

新潟県中越沖地震では、鉄道会社や病院に提供され、列車の停車や手術室の安全確保に使われま

した。

「緊急地震速報」は、最大震度５弱以上と推定した地震の際に、震度４以上の強い揺れが来る前

にお知らせするものです。ただし、震源に近い地域では、「緊急地震速報」が強い揺れに間に合わ

ないこともあります。

緊急地震速報でお知らせした情報を見聞きしてから、地震の強い揺れが来るまでの時間は、数秒

から数十秒しかありません。その短い間に、身を守るための行動を取る必要があります。緊急地震

速報を見聞きしたときの行動は、「周囲の状況に応じて、あわてずに、まず身の安全を確保する」

ことが基本です。

●適切な行動の例
◇家 庭 内：大きな家具から離れ、丈夫な机の下などに隠れる。

◇集客施設：あわてて出口や階段に殺到しない。係員などの指示に従い、落ちついて行動する。

●情報入手方法
◇テレビやラジオによる放送

ＮＨＫでは、気象庁が緊急地震速報を発表した場合、テレビ・ラジオともに全ての放送波で

全国放送されます。テレビでは、番組の途中にチャイムを鳴らし、「緊急地震速報」の文字と

ともに、強い揺れが予想される都道府県や震央の場所を表示し、ラジオでは、音声で伝えま

す。また、他のほとんどのテレビ局についても放送され、ラジオ局についても、放送に向け

た準備が進められています。

◇その他の入手方法

防災行政無線による放送、携帯電話による受信という方法なども、検討されています。

柳井中継局が11月開局！
地上デジタル放送については、すでに平成18年10月から県内の一部で放送を開始していますが、このた

び、柳井中継局（光市 石城山）が11月に開局する予定です。これによって、平生町の一部でも地上デジタ

ル放送を受信することができるようになります。

※地上デジタル放送をご覧になるには、地上デジタル放送対応のテレビやビデオ、もしくはデジタル放送を

今までのアナログテレビなどで視聴するためのデジタルチューナーが必要となります。

■問合せ先 総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター

Tel0570（07）0101 または Tel03（4334）1111 （平日）9:00～21:00（土・日・祝）9:00～18:00

地上デジタル放送

(30ch) (32ch) (21ch) (27ch) (17ch)

山口放送(株) 山口朝日放送(株)
TYS KRY YAB

総合放送 教育放送

NHK
放送事業者

テレビの
リモコン番号
（チャンネル）

① ③ ④ ⑤②

日本放送協会
テレビ山口(株)

※なお、「緊急地震速報」の受信装置の設置が義務付けられたような説明をし、受信装置を販売す

る業者が現れているとの情報もありますが、町が受信装置の設置を義務付けたり、あっせんし

たりするものではありません。ご注意ください。
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平生町人事行政の運営などの状況をお知らせします
「人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、その概要をお知らせします。
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■問合せ先　町役場総務課　Tel（56）7111
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「形はシンプル、パワーは無限大！」
平生町教育委員会

「がんばれー赤組、負けるなー白組」この広報が届くころは、小学校、
そして保育園や幼稚園の運動会も終わったころでしょう。運動会でのお
楽しみといえば、お昼の食事時間ではないでしょうか。それぞれのご家
庭において、栄養のバランスや彩りを工夫したお弁当を取り囲むように
家族の笑顔があふれています。その主役として弁当箱の中に整然と収ま
っているのは、「おむすび」ではないでしょうか。

りは、「おむすび」のように形はありませんが、この事業を通して子
どもたちの笑顔あふれる姿が多く見られるようになってきたことは、
家庭や地域のみなさん方のご協力のおかげと感謝しております。
黄金色の稲穂が垂れ、新米のおいしい季節がやってきました。ふっ
くらご飯に、お好きな具を入れてぎゅっと握ってみるのも楽しみです。
家族みんなで握った「おむすび」を包み、自然を満喫できる場所へ出
かけてみませんか。家族の心のつながりが強まり、運気もパワーアッ
プすること間違いないでしょう。

なぜ「おむすび」と呼ばれるようになったか、みなさんご存じですか。日本では、遠い昔に山を神格化
する文化があり、神の力を授かるために米を山の形にかたどった食べ物が、「おむすび」の始まりだと言
われています。そう考えると何だか不思議な力をもっているように思えませんか。
ところで、平生小学校は平成18年度から「栄養教諭を中核とした学校・家庭・地域の連携による食育

推進事業」を展開していることは、みなさんご承知のことと思います。学校・家庭・地域、三者のつなが

電子証明書をご存じですか？
電子証明書は、インターネットを通じて行政機関へ申請・届出などを行うために必要なもので、

個人向けでは、町役場による「公的個人認証サービス」にて住民基本台帳カード（住基カード）の

ＩＣに格納されるものがあります。

●最高5,000円の税額控除！
e-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用して所得税の確定申告書を提出する際、申告期限

までに本人の電子署名と電子証明書を添付した場合には、所得税額から5,000円（その年分の所得

税額を限度）を控除できるというものです。（平成19年分または平成20年分のいずれか１回）

この機会に電子証明書とICカードリーダライタを取得して、ご利用されてはいかがですか？

◇電子証明書の取得

町役場町民課窓口で住民基本台帳カード（住基カード）

を入手し、申請書を提出して取得できます。

・住基カード交付手数料：500円

・電子証明書発行手数料：500円

◇ICカードリーダライタの入手

家電量販店やインターネット販売で購入できます。

■住基カード、電子証明書についての問合せ先 町役場町民課　Tel（５６）７１１３



『
女
心
と
秋
の
空
』。
秋
の
天
気

は
変
わ
り
や
す
い
例
え
で
す
が
、

江
戸
時
代
ご
ろ
ま
で
は
『
男
心
と

…
』
と
言
わ
れ
て
い
た
と
か
。
と

も
あ
れ
、
人
の
心
は
か
く
も
移
ろ

い
や
す
い
も
の
で
し
ょ
う
か
…
。

安
倍
首
相
の
突
然
の
退
陣
表
明

か
ら
約
１
カ
月
、
こ
の
間
政
局
は

大
き
く
動
き
ま
し
た
。
あ
の
安
倍

総
理
を
実
現
さ
せ
た
国
会
議
員
が

雪
崩
を
打
っ
て
福
田
氏
支
持
に
走

り
、
気
が
付
け
ば
“
派
閥
の
親
分

そ
ろ
い
踏
み
”
の
福
田
内
閣
の
発

足
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
１
年
前
、

安
倍
首
相
が
さ
っ
そ
う
と
登
場
し

た
姿
が
、
も
う
遠
い
過
去
の
出
来

事
の
よ
う
で
す
。

山
口
県
民
に
と
っ
て
は
、
８
人

目
の
総
理
と
し
て
期
待
度
も
高
か

っ
た
だ
け
に
残
念
な
こ
と
で
す

が
、
一
日
も
早
く
健
康
を
回
復
さ

れ
、
再
び
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
月
の
「
広
報
ひ
ら
お
」

で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
よ
う

に
、
こ
の
た
び
、
新
た
に
６
基
の

風
力
発
電
所
を
増
設
す
る
こ
と
に

な
り
、
過
日
、
「
平
生
風
力
開
発

(

株)

」
と
進
出
協
定
書
の
調
印
を

交
わ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
町
は

こ
れ
ま
で
も
、“
環
境
に
や
さ
し

い
ま
ち
”
づ
く
り
を
目
指
し
、
県

下
に
先
駆
け
て
環
境
保
全
型
農
業

を
推
進
、
ま
た
、
平
生
湾
の
カ
ブ

ト
ガ
ニ
の
保
護
活
動
や
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
風
力
発
電
所
の
立
地
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
今
や
、
大
星
山
の
風
車
は
年

間
約
２
万
人
近
い
人
々
が
訪
れ
る

絶
好
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。

増
設
に
よ
っ
て
今
後
、
固
定
資

産
税
の
増
収
を
は
じ
め
、
観
光
面

で
の
一
層
の
集
客
力
の
向
上
や
、

子
ど
も
た
ち
の
環
境
教
育
に
も
有

意
義
に
活
用
さ
れ
て
い
く
も
の
と

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
度
、
も
う
一
つ
の
大
き
な

事
業
と
し
て
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

整
備
事
業
が
あ
り
ま
す
。
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
と
は
、
事
業
者
が
テ
レ

ビ
放
送
を
一
括
し
て
受
信
し
、
ケ

ー
ブ
ル
を
通
じ
て
各
家
庭
に
配
信

す
る
も
の
で
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、

従
来
の
放
送
に
加
え
、
ス
ポ
ー
ツ

や
映
画
な
ど
、
よ
り
多
く
の
番
組

を
見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
、
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
も
出
来
ま
す
。

平
生
町
は
、半
島
部
に
位
置
し
、

難
視
聴
地
区
も
多
い
た
め
、
そ
の

解
決
策
と
し
て
こ
の
事
業
の
導
入

を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
国
、
県
の
支
援
を
受
け
、
隣

接
の
上
関
町
と
共
同
で
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
下

松
市
の
Ｋ
ビ
ジ
ョ
ン(

株)

が
事
業

者
と
し
て
、
来
年
度
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
目
標
に
工
事
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
工
事
中
は
、
何

か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

風
力
発
電
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

No. 73
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平成19年
秋季全国火災予防運動
11月９日金～15日木は、秋季

全国火災予防運動です。

～住宅防火 いのちを守る　
７つのポイント～

◇３つの習慣
・寝たばこは、絶対やめる

・ストーブは、燃えやすいものか

ら離れた位置で使用する

・ガスこんろなどのそばを離れる

ときは、必ず火を消す

◇４つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用

火災警報器を設置する

・寝具や衣類およびカーテンから

の火災を防ぐために、防炎製品

を使用する

・火災を小さいうちに消すため

に、住宅用消火器などを設置す

る

・お年寄りや身体の不自由な人を

守るために、隣近所の協力体制

をつくる

●重点目標
・住宅防火対策の推進

・放火火災・連続放火火災予防対

策の推進

・特定防火対象物などにおける防

火安全対策の徹底

「火は見てる
あなたが離れる

その時を」
《平成19年度全国統一防火標語》

サイレンの吹鳴について

11月９日から15日まで秋季全
国火災予防運動が実施されます。
それに伴い、サイレンの吹鳴が次
のとおり行われます。
●吹鳴日時
11月９日金
午前７時から30秒
●吹鳴場所
消防同報端末設置場所管内一斉
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レ
ス
リ
ン
グ
で
国
体
出
場

９
月
19
日
、
第
62
回
国
民

体
育
大
会
「
秋
田
わ
か
杉
国

体
」
に
出
場
す
る
田
中
大
喜

選
手
（
田
布
施
農
業
高
校
２

年
）
が
、
出
場
報
告
の
た
め

町
役
場
を
訪
れ
、
山
田
町
長

か
ら
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

田
中
選
手
は
、
レ
ス
リ
ン

グ
競
技
の
少
年
男
子
フ
リ
ー

96
キ
ロ
級
に
出
場
。
「
得
意

の
投
げ
技
で
勝
ち
た
い
」
と

大
会
に
向
け
て
の
抱
負
を
力

強
く
述
べ
、
健
闘
を
誓
い
ま

し
た
。

平成19年秋の全国交通安全運動が９月

21日から30日にかけて行われ、飲酒運転

の根絶などを重点目標に、全国でさまざま

な活動が展開されました。

平生警察署管内では、平生婦人会などが

交通安全運動に先がけて、９月18日、手

作りの交通安全マスコットを警察署に寄贈

しました。

運動期間中には、マスコットやチラシな

どを配布して交通安全を啓発する『交通安

全マスコット作戦』（21日）、高齢者宅を

訪問し、反射材などを手渡して交通安全を

呼びかける『命守る「スポットエリア作戦」』

（25日）などが実施され、交通事故防止の

周知活動を行いました。

全国交通安全運動

△表彰を受ける村谷さん

左
か
ら
山
田
町
長
、
田
中
選
手
、

田
村
体
育
協
会
長

９月28日、優良運転者・交通安全功労者

表彰式が平生警察署で行われました。

町内の受賞者は、次のとおりです。

◎山口県警察本部長・山口県交通安全協会長表彰

○優良運転者

村谷　卓さん（平生村）

○交通安全功労者　

古田孝治さん（竪ヶ浜）

◎平生警察署長・平生交通安全協会長表彰

○優良運転者

木戸甫行さん（宇佐木）

久保田勲さん（佐賀）

福田一郎さん（平生工業(株)）

卜部甚一さん（大野北）

久保田良則さん（佐賀）

藤永幸二さん（防長交通(株)）

○優良安全運転管理者

内海裕治さん（社会福祉法人うちうみ会）

佐藤之孝さん（（有）山大食品）

優良運転者を表彰

命
守
る
「
ス
ポ
ッ
ト
エ
リ
ア
作
戦
」

竹
細
工
に
挑
戦

竹
細
工
教
室
が
、９
月
２
日
、

大
野
公
民
館
運
営
協
力
委
員
会

な
ど
の
主
催
に
よ
り
同
公
民
館

で
開
か
れ
、
親
子
連
れ
な
ど
約

70
人
が
参
加
し
て
、
や
じ
ろ
べ

え
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
親
と
協
力

し
な
が
ら
、
小
刀
や
カ
ッ
タ
ー

ナ
イ
フ
な
ど
で
上
手
に
竹
の
形

を
整
え
、
作
品
を
完
成
さ
せ
て

い
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
恒
例
の
流
し
そ
う

め
ん
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

９
月
11
日
、
町
内
の
１
０
０
歳
以

上
の
長
寿
者
６
人
を
山
田
町
長
が
訪

れ
、
祝
い
品
を
贈
呈
す
る
な
ど
、
み

な
さ
ん
の
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

町
内
の
最
高
齢
は
、
松
田
愿
さ
ん

で
１
０
７
歳
。
県
内
の
男
性
で
最
高

齢
で
も
あ
る
松
田
さ
ん
は
、
こ
の
夏

の
猛
暑
の
せ
い
で
少
し
食
欲
が
落
ち

た
そ
う
で
す
が
、
し
っ
か
り
と
し
た

口
調
で
、
町
長
と
の
会
話
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

町
内
の
１
０
０
歳
以
上
の
長
寿
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

△記念式典（大野公民館）

小中学校で秋季大運動会

▽平生中学校（９月９日）

△佐賀小学校（９月30日）

▽平生小学校（９月30日）

ま
た
、敬
老
の
日
記
念
式
典
が
、

９
月
17
日
に
町
内
の
各
地
区
４
会

場
で
開
か
れ
、
75
歳
以
上
の
み
な

さ
ん
が
元
気
に
出
席
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
山
田
町
長
や
田
中
町

議
会
議
長
が
、
み
な
さ
ん
の
長
寿

を
祝
い
、
今
後
一
層
の
活
躍
と
健

康
を
祈
念
し
ま
し
た
。

式
典
後
は
、
各
地
区
婦
人
会
な

ど
に
よ
り
カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
な
ど

の
余
興
が
催
さ
れ
、
出
席
者
は
楽

し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

◎
松
田
　
愿
さ
ん
（
１
０
７
歳
／
曽
根
）

◎
平
木
ト
メ
さ
ん
（
１
０
５
歳
／
曽
根
）

◎
樋
口
ア
サ
コ
さ
ん
（
１
０
３
歳
／
つ
つ
じ
苑
）

◎
梅
本
一
三
さ
ん
（
１
０
１
歳
／
つ
つ
じ
苑
）

◎
吉
浦
ハ
ル
さ
ん
（
１
０
１
歳
／
竪
ヶ
浜
）

◎
吉
本
ナ
ツ
子
さ
ん
（
１
０
１
歳
／
平
生
村
）

左
か
ら
山
田
町
長
、
松
田
さ
ん

佐
賀
公
民
館
ま
つ
り

９
月
23
日
、
第
23
回
佐
賀

公
民
館
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま

し
た
。

会
場
で
は
、
生
け
花
や
絵

画
な
ど
の
展
示
、
園
児
や
公

民
館
活
動
団
体
な
ど
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
、

日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
か
き
氷
、
綿
菓
子

な
ど
の
出
店
や
う
ど
ん
の
会

食
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
る

な
ど
、
多
く
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

平成19年度特別展示第３弾として、井上

弘志さん（上関町）が１つ１つ手作りで完成

させた「船の模型」展が、９月１日から22

日まで町歴史民俗資料館で開催されました。

昨年、田名埠頭に寄港した海王丸をはじめ、

戦艦や古代船など18点に及ぶ精巧な作品の

数々は、来館者を大いに楽しませました。

船の模型展
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No.556

あっさりしていて、チーズ嫌いの人も知らぬ間に

食べています。

《材　料》　４人分

《作り方》
①さけるチーズは半分に切り、細かくさく。きゅう

りは板ずりをして塩を洗い流し、輪切りにする。

玉ねぎは薄切りにして５分ほど水にさらし、水気

をきる。大葉はせん切りにして水にさらし、水気

を絞る。トマトは４等分にする。

②ボウルにＡの材料を入れてよく混ぜ、冷やしてお

く。

③別のボウルにトマト以外の①を入れてよく混ぜ、

器に盛ってトマトを飾る。

④食べる直前に②のドレッシングをかける。

さけるチーズ １本(30g)

きゅうり １本

玉ねぎ 中１個

大葉 ６枚

ミニトマト ４個

砂糖　　　 小さじ２

塩　　　 小さじ１/６

酢　　　 大さじ２

しょうゆ　 小さじ１

ごま油　　 小さじ２

玉ねぎとさけるチーズのサラダ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

◇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

っ
た
人
が
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ウ
イ
ル
ス
が

空
気
中
に
広
が
り
、
そ
れ
を
吸

い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し

ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
は
、
通
常
、
初
冬
か
ら
春
先

に
み
ら
れ
ま
す
が
、
と
き
に
は

春
期
、夏
期
に
も
み
ら
れ
ま
す
。

典
型
的
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
症
状
は
、
突
然
の
高
熱
、
頭

痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
で
、

の
ど
の
痛
み
、
咳
、
鼻
水
な
ど

も
み
ら
れ
ま
す
。
普
通
の
風
邪

に
比
べ
て
全
身
症
状
が
強
い
の

が
特
徴
で
す
。
気
管
支
炎
や
肺

炎
な
ど
を
合
併
し
、
重
症
化
す

る
こ
と
が
多
い
の
も
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
特
徴
で
す
。

●
予
防
の
三
原
則

①
感
染
経
路
を
断
つ

・
人
ご
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
は
で
き

る
だ
け
控
え
る

・
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
す
る

・
外
出
後
は
手
洗
い
と
う
が
い
を
す
る

・
こ
ま
め
に
部
屋
を
換
気
す
る

・
加
湿
器
な
ど
で
部
屋
に
適
度
な
湿
度

を
保
つ

②
抵
抗
力
を
つ
け
る

・
十
分
な
栄
養
と
睡
眠
を
心
が
け
、
適

度
な
運
動
を
す
る

③
免
疫
を
つ
け
る

・
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
接
種
を
受
け

る【
流
行
す
る
前
に
受
け
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
】
高
齢
者
の
発
病
防
止
や
特

に
重
症
化
防
止
に
有
効
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
防
接
種

を
受
け
て
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

対
す
る
抵
抗
力
が
つ
く
ま
で
に
２
週

間
程
度
か
か
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
す
る
前
の
12
月
上
旬
ま
で
に

接
種
を
受
け
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

◆
高
齢
者
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
義

務
で
は
な
く
、
本
人
が
希
望
す
る
場
合

に
限
り
接
種
を
行
い
ま
す
。

◎
対
象
者

平
生
町
に
住
民
票
を
有
す
る
人
で
、

次
の
項
目
①
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
の
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心
臓
、
腎

臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
障
害

に
よ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
お
よ
び
、
同
程
度
の
障
害
の

あ
る
人
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
対
象

者
診
断
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
保
健

セ
ン
タ
ー
に
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

◎
実
施
時
期

平
成
19
年
11
月
１
日
木
〜
平
成
20
年
２
月

29
日
金

◎
自
己
負
担
額

１
０
５
０
円
（
た
だ
し
、
１
回
接
種
の
み
）

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
は
無
料
で

す
。

◎
持
参
品

生
年
月
日
が
わ
か
る
も
の
（
健
康
保

険
証
、
老
人
医
療
受
給
者
証
な
ど
）
と

健
康
手
帳
を
必
ず
医
療
機
関
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
健
康
手
帳
の
な
い
人
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

◎
実
施
場
所

山
口
県
医
師
会
に
加
入
の
医
療
機
関

※
必
ず
医
療
機
関
に
予
約
の
う
え
、
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
熊
毛
郡
以

外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
「
予
診
票
」

を
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

※今月のシリーズ「認知症を知る」はおやすみします。

■
問
合
せ
先

平
生
町
保
健
セ
ン
タ
ー

Tel
（
５
６
）
７
１
４
１

｛Ａ
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育
て
よ
う

一
人
一
人
の

人
権
意
識

〜

人
権
学
習
講
座
の
ご
案
内

〜

平
生
町
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
事
務
局

21
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に

「
人
権
」
と
い
う
言
葉
も
耳
に
す

る
こ
と
が
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

で
は
、
「
人
権
」
と
は
一
体
何
な

の
で
し
ょ
う
か
。

い
ろ
い
ろ
な
表
現
の
仕
方
が
あ

り
ま
す
が
、
「
人
間
が
人
間
ら
し

く
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
の
権

利
」
と
い
う
表
現
が
わ
か
り
や
す

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
生
き
て

い
る
も
の
み
ん
な
人
権
を
持
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
一
人
ひ
と

り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
た
心
豊
か

な
地
域
社
会
を
築
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

山
口
県
で
は
、
県
民
一
人
ひ
と

り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
た
心
豊
か

な
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

て
、
「
山
口
県
人
権
推
進
指
針
」

を
平
成
14
年
に
策
定
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
人
権
を
尊
重
し
た
行

政
の
推
進
や
人
権
教
育
・
人
権
啓

発
の
推
進
を
掲
げ
て
、
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん

へ
の
啓
発
活
動
と
し
て
、
毎
年
２

回
の
「
平
生
町
人
権
学
習
講
座
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。講
座
で
は
、

講
義
や
講
演
、
フ
ィ
ル
ム
フ
ォ
ー

ラ
ム
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
形
式
で

行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
講
座

修
了
時
に
は
、
修
了
証
も
お
渡
し

し
て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
延
べ
６
３
４
人
の

方
々
が
修
了
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎

年
内
容
が
異
な
り
、
自
分
の
生
活

を
見
直
す
機
会
に
な
る
だ
け
に
、

修
了
さ
れ
た
方
で
も
再
度
受
講
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
８
月
に
第
Ⅰ
期
を
開
催
し

ま
し
た
が
、
第
Ⅱ
期
も
11
月
に
開

催
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

10月…22日月、29日月、31日（水／月末整理日）
11月…３日（土／文化の日）、５日月、12日月

《一般書》

《児童書》

リバース

石田衣良　著

あなたの呼吸が止まるまで

島本理生　著

湿地帯

宮尾登美子　著

夜明けの縁をさ迷う人々

小川洋子　著

たびはみちづれ

五味太郎　作　

ふしぎなキャンディーやさん

みやにしたつや　作・絵

はたらきもののナマケモノ

斉藤　洋　作

サムデイ

岡田なおこ　作

本って、どうやって探したらいいの？

赤木かん子　文

赤ちゃんからの絵本ガイド

さわださちこ　監修

図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図図図図 書書書書 館館館館

だだだだ よよよよ りりりり 『キミのためにできること』

宮 本 延 春 著

勉強が苦手なキミへ、いじめられ

ているキミへ、学校が嫌いなキミへ

…。「オール１」

の落ちこぼれか

ら高校教師にな

った著者が、い

ろんな悩みを抱

える子どもたち

に向けて贈った

珠玉のメッセー

ジ。

平生図書館　Tel（56）2310
【開館時間】午前９時～午後５時15分

☆ 2007読書週間は、10月27日土～11月９日金です ☆ 標語　～ 君と読みたい本がある。～

●日時 11月8日(木)、9日(金)、15日(木) 午後１時30分～３時15分
●会場　大野公民館
●内容　８日『自分を見つめなおすことから』

＜講師＞元山口放送アナウンサー　岡本修二先生
９日『人権入門～日常から考える１０のヒント～』＜フィルムフォーラム＞
15日『ともに生きる社会をめざして』

＜講師＞　柳井中学校教頭　宮内茂則先生
■申込みおよび問合せ先
教育委員会社会教育課　Tel（５６）６０８３　大野公民館　Tel（５６）２５０４

【平生町人権学習講座第Ⅱ期のご案内】

△岡本修二先生による講演の様子



運転免許を受けようと（受験）する人は、申請書に「住民
票の写し」または「外国人登録証明書」などを添付すること
が法律で規定されていますが、９月19日から、本人確認の
ため申請窓口（山口県総合交通センターや警察署）では、身
分証明の提示が義務付けられました。

【交通安全標語】

運転免許を受けられるみなさんへ

シートベルト　後ろの席も　締める癖 （平成19年「交通安全年間スローガン」）
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シリーズ

山口県消費生活センター　電話山口県消費生活センター　電話 083(924)0999 083(924)0999山口県消費生活センター　電話 083(924)0999

正しい知識で正しい知識で 安心な消費生活安心な消費生活正しい知識で正しい知識で 安心な消費生活安心な消費生活

財布を盗まれ、クレジットカードで商品を購入されてしまい

ました。盗まれたカードで購入された商品の代金はどうなるの

でしょうか。

一般的なクレジットカード会社は、不正使用に対する保険に

加入しているため、一定期間のカード名義人の負担を保険会社

が補てんする場合があります。

一般的には、クレジットカードが紛失や盗難により不正に利用さ

れたとき、クレジット会社に通知し、警察に盗難届を出した場合に

は、保険会社が損害を補てんすることになっています。

ただし、クレジットカードの裏面にサインがない、暗証番号を生

年月日・電話番号・車のナンバーなど解読しやすいものにしていた

など、自己責任が大きいと思われる場合については、カード名義人

の負担となることもあります。

また、盗難にあった場合はすぐに最寄りの警察署へ被害届を提出

し、キャッシュカードは発行元の金融機関、クレジットカードにつ

いても発行元の信販会社へ電話で使用停止の連絡をしましょう。

万が一に備え、キャッシュカードやクレジットカードは番号の控

えをとっておき、金融機関や信販会社のカード紛失・盗難受付窓口

の電話番号を確認しておきましょう。

◆◇ワンポイント◇◆

クレジットカードの不正使用

相
　
談

ア
ド
バ
イ
ス

●身分証明となるもの
・健康保険被保険者証・住民基本台帳カード・パスポ
ート・官公庁発行の身分証明書・官公庁が法令の規
定により交付した免許証、許可証、資格証明書など

なお、対象となる免許の種別は次のとおりです。

■問合せ先　お近くの交番・駐在所または
平生警察署　Tel（５７）０１１０
山口県総合交通センター免許試験案内 Tel083（973）1909

※運転免許を持っている人が、他の種類の免許試験を受けようとす

る場合には、証明する書類の提示は必要ありません。

原付免許／小型特殊免許／普通仮免許／
大型二輪免許／普通二輪免許／大型特殊免許
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〔ミュージックチャイムの曲名〕

６：00 里の秋　　12：00 上を向いて歩こう　　17：00 夕やけこやけ　　22：00 もみじ

柳井健康福祉センター相談日
〔柳井市古開作／Tel（２２）３６３１〕

●Ｂ・Ｃ型肝炎検査《要予約（前日まで）》

11月13日火 10：00～11：00

●骨髄バンク登録受付（検査）《要予約（前日まで）》

11月13日火 ９：00～10：00

●発達クリニック（乳幼児）《要予約（１週間前まで）》

10月18日木 13：00～16：00

●エイズ抗体検査・相談《要予約（前日まで）》

11月13日火 ９：00～10：00

●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》

10月16日火 13：00～14：00

●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》

11月９日金 10：00～15：00

☆完納で育てよう明るい平生町☆

今月の納税【10月】 納期限10月31日

町県民税　　　　　第３期
国民健康保険税　　第４期
介護保険料　　　　第４期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問合せ先　（町税）町役場税務課　Tel（56）7114
（介護保険料）町役場健康福祉課　Tel（56）7115

休日や夜間の医療案内

◎休日夜間在宅当番医

午後６時～10時（下記の場所にて診察）

◎休日診療所

日曜・祝日

午前９時～午後５時

熊南地域休日診療所

〔平生町曽根向井原〕

Tel(56)5353

◎平日夜間在宅当番医

午後７時～10時（受付　午後９時45分まで）

◇事情により変更となる場合がありますので、受診

前に必ず電話で確認してください。

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診

療は受けられない場合があります。

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：10月20日土 午後１時～５時
内容：血圧測定、体重･体脂肪測定、健康相談、

乳児･育児相談など

山口県看護協会柳井支部事務局
Tel0820（78）0310「まちの保健室」

受付時間
毎日 午後７時～10時

Tel＃8000 または Tel083（921）2755（携帯電話も可）

小児救急電話相談

山口県精神科
救急情報センター

Tel0836（58）4455（24時間対応）

こころの救急電話相談

「
お
薬
を
正
し
く
使
っ
て
い
ま
す
か
。」

10
月
17
日
〜
23
日
は
『
薬
と
健
康
の
週
間
』
で
す

薬
の
相
談
室

Tel
０
８
３
（
９
２
３
）
１
１
９
３

受

付

日

時

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
12
時
、
午
後
１
時
〜
４
時

内容：うつ･引きこもり･アルコール問題･神経症･パニ
ック･不安などに関すること

内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること
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募
　
　
集

講
座
・
講
習

お
知
ら
せ

＜ 以下は広告欄です ＞

広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。（町では、新たな財源確保のため、広報紙
など町保有の資産を広告媒体として有料で提供する広告掲載事業を本年度から実施しています。）

「
み
ど
り
の
愛
護
」
の
つ
ど
い
の

「
会
場
を
飾
り
た
い
花
」
投
票

来
年
の
み
ど
り
の
月
間
（
平
成
20

年
４
月
15
日
〜
５
月
14
日
）
中
に
山

口
市
の
維
新
百
年
記
念
公
園
で
開
催

さ
れ
る
第
19
回
全
国
「
み
ど
り
の
愛

護
」
の
つ
ど
い
に
お
け
る
「
会
場
を

飾
り
た
い
花
・
ベ
ス
ト
５
」
を
、
投

票
に
よ
り
選
定
し
ま
す
。

※
投
票
用
チ
ラ
シ
は
町
役
場
建
設
課

に
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
。

●
応
募
資
格

県
内
在
住
者

●
投
票
期
限

10
月
31
日
水

■
問
合
せ
先

山
口
県
都
市
計
画
課

Tel
０
８
３
（
９
３
３
）
３
７
２
０

技
能
向
上
講
習

◇
パ
ソ
コ
ン
入
門
（
エ
ク
セ
ル
夜
間
）

●
内
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
機

能
を
学
習
し
、
表
計
算
ソ
フ
ト
（
Ｅ

ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
２
０
０
２
）を
使
用
し
て
、

一
般
的
な
表
計
算
か
ら
印
刷
ま
で
の

初
歩
的
な
技
能
の
習
得

●
対
象
者

在
職
者
な
ど
で
、
職
場

に
お
け
る
技
能
向
上
を
目
指
し
、
全

日
程
参
加
が
可
能
な
人

●
日
時

11
月
12
、
14
、
16
、
19
、

21
、
22
日

午
後
６
時
〜
９
時

●
受
講
料

８
０
０
０
円

●
定
員

18
人

◇
第
１
種
電
気
工
事
士（
実
技
対
策
）

●
内
容
　
第
１
種
電
気
工
事
士
の
実

技
受
験
対
策
講
習

●
対
象
者

在
職
者
な
ど
で
第
１
種

電
気
工
事
士
実
技
受
験
を
目
指
す
人

●
日
時

11
月
14
〜
16
、
19
〜
21
日

午
後
６
時
〜
９
時

●
受
講
料

１
４
０
０
０
円

●
定
員

20
人

■
実
施
場
所
、
申
込
み
お
よ
び
問
合

せ
先

往
復
は
が
き
に
講
習
名
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
勤
務
先
名
・
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
（
10
月
31
日
水
必
着
。
応
募
者

多
数
の
場
合
抽
選
）

山
口
県
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校

（
〒
７
４
５-

０
８
２
７
　
周
南
市
瀬

戸
見
町
15-

１
）

Tel
０
８
３
４
（
２
８
）
２
２
３
３

年
末
調
整
説
明
会

●
内
容

健
康
体
操
　
講
師
　
舛
永

久
美
子
先
生
／
会
員
に
よ
る
事
例
発
表

●
日
時
　
11
月
10
日
土

午
前
10
時

〜
12
時
（
９
時
30
分
よ
り
受
付
）

●
場
所

平
生
町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象

平
生
町
・
柳
井
市
・
田
布

施
町
在
住
の
人

●
定
員

先
着
50
人

●
申
込
期
限

11
月
１
日
木

●
参
加
費

カ
レ
ー
の
代
金
と
し

て
、
大
人
１
０
０
円
、
子
ど
も
50
円

●
持
参
物

運
動
の
で
き
る
服
装
・

室
内
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物

◇
託
児

２
歳
以
下
（
名
前
・
性

別
・
年
齢
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

や
な
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

や
な
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
平
成
19
年
度
「
第
２
回
講
習
会
」

農
業
用
機
械
を
所
有
し
て
い
る

人
は
軽
自
動
車
税
の
申
告
を

農
耕
作
業
を
行
う
能
力
と
乗
用
装

置
を
兼
ね
備
え
た
自
動
車
は
、
道
路

走
行
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
小
型
特

殊
自
動
車
（
農
耕
作
業
用
）
と
し
て
、

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま

す
。該

当
す
る
車
両
を
所
有
し
て
い
る

人
で
、申
告
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
、

新
た
に
購
入
さ
れ
た
場
合
は
、
申
告

し
て
標
識
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
町
役
場
税
務
課
ま

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
農
業
用
機
械

ト
ラ
ク
タ
、
農
業
薬
剤
散
布
車
、

コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
機
な
ど
で
乗
用

装
置
を
有
す
る
も
の

●
申
告
に
必
要
な
も
の

①
印
章
②
メ
ー
カ
ー
名
や
車
台
番

号
、
排
気
量
な
ど
が
分
か
る
も
の

■
申
告
お
よ
び
問
合
せ
先

町
役
場
税
務
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
４

小
型
ボ
イ
ラ
ー
取
扱
業
務
特
別
教
育

●
日
時
　
10
月
29
日
月
、
30
日
火

●
場
所

１
日
目
　
山
口
県
社
会
福

祉
会
館
（
山
口
市
）
、
２
日
目
　
第

一
産
業(

株)

（
防
府
市
）

●
受
講
料

会
員：

１
０
０
０
０

円
、
非
会
員：

１
２
０
０
０
円

●
テ
キ
ス
ト

７
０
０
円

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

社
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
山
口
支
部

Tel
０
８
３
４
（
３
２
）
２
９
４
２

Tel
（
２
３
）
０
６
６
８

◇
船
艇
職
員

昭
和
43
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
必
要
な
免
許

を
有
す
る
人

◇
無
線
従
事
者

昭
和
43
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
高
卒
ま
た

は
平
成
20
年
６
月
ま
で
に
卒
業
見
込

み
、
必
要
な
免
許
を
有
す
る
人

◇
航
空
機
職
員

昭
和
48
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
高
卒
ま
た

海
上
保
安
庁

船
艇
・
航
空
機
職
員
等
募
集

●
対
象

法
人
お
よ
び
個
人
事
業
主

は
平
成
20
年
６
月
ま
で
に
卒
業
見
込

み
、
必
要
な
技
能
証
明
を
有
す
る
人

□
共
通
事
項

●
受
付
期
限

10
月
26
日
金

●
第
１
次
試
験
日

11
月
18
日
日

■
問
合
せ
先

徳
山
海
上
保
安
部
　
管
理
課

Tel
０
８
３
４
（
３
１
）
０
１
１
１
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第
19
回
岩
国
矯
正
展

●
日
時

11
月
10
日
土

午
前
９
時

〜
午
後
４
時
、
11
日
日

午
前
９
時

〜
午
後
３
時

●
場
所

岩
国
刑
務
所
内
（
岩
国
市
錦
見
）

●
内
容

広
報
、
相
談
、
刑
務
所
作

業
製
品
展
示
即
売
、協
賛
業
者
展
示
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、
朝
市
の
各
コ
ー
ナ
ー

■
問
合
せ
先

岩
国
刑
務
所
企
画
部
門
（
作
業
）

Tel
０
８
２
７
（
４
１
）
０
１
３
８

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

と
い
っ
た
、
女
性
を
め
ぐ
る
い
ろ
い

ろ
な
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
た
助

言
と
相
談
を
、
法
務
局
職
員
ま
た
は

人
権
擁
護
委
員
が
行
い
ま
す
。

●
日
時

11
月
12
日
月
〜
18
日
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
（
土
・

日
曜
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

●
電
話
番
号

０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

●
主
催
お
よ
び
問
合
せ
先

山
口
地
方
法
務
局

山
口
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

Tel
０
８
３
（
９
２
２
）
２
２
９
５

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会

町
内
に
お
住
ま
い
で
、
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
、
お
お
む
ね
60
歳
以

上
の
人
で
あ
れ
ば
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
場
所

中
央
公
民
館
　
２
階

●
日
時

10
月
22
日
月

午
前
10
時

〜
（
約
１
時
間
半
）

■
問
合
せ
先

柳
井
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
事
務
局

Tel
（
２
３
）
５
９
５
９

（
給
与
支
払
い
を
す
る
人
・
法
人
）

●
日
時

11
月
19
日
月

午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所

平
生
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
中

央
公
民
館
横
）

■
問
合
せ
先

光
税
務
署

Tel
０
８
３
３
（
７
１
）
０
６
８
３

「
税
を
考
え
る
週
間
」

「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
税
の
し
く
み
や
役
割
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
少
子
・
高
齢
社
会
と
税
」
で
す
。

11
月
11
日

〜
17
日

財
海
技
資
格
更
新
協
力
セ
ン
タ
ー

◇
更
新
の
要
件
・
更
新
講
習

Tel
０
３
（
５
２
７
６
）
０
３
０
０

◇
失
効
再
交
付
手
続

Tel
０
３
（
５
２
７
６
）
２
５
０
０

子
育
て
家
庭
応
援
優
待
サ
ー
ビ
ス
開
始

子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
を
社
会
全

体
で
応
援
す
る
「
や
ま
ぐ
ち
子
育
て

文
化
の
創
造
」
を
目
指
し
て
、
10
月

か
ら
、
協
賛
事
業
所
に
お
い
て
、
子

ど
も
連
れ
の
人
な
ど
へ
の
優
待
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

協
賛
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
　h

ttp
://w

w
w
.y
a
m
a

g
u
ch
i-k
o
so
d
a
te
.n
e
t/y
u
ta
i/

き
こ
え
の
教
育
相
談

き
こ
え
が
気
に
な
る
お
子
さ
ん
の

こ
と
ば
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
相
談
や
指
導
を
行
い
ま
す
。

（
常
時
受
付
）

●
対
象

乳
幼
児
と
そ
の
保
護

●
内
容

こ
と
ば
の
発
達
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
、
聴
力
測
定
、

補
聴
器
の
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど

●
場
所

山
口
県
立
聾
学
校
（
山
口

市
鋳
銭
司
南
原
２
３
６
４-

６
）

●
料
金

無
料

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

山
口
県
立
聾
学
校
　
幼
児
教
育
相

談
室Tel

０
８
３
（
９
８
６
）
２
０
０
７

●基調講演
「まちづくりって何だろう。」
～各地の先進事例に学ぶ～

◇講師
ＮＰＯ法人　ひろしまね
理事長　安藤　周治　先生

●パネルディスカッション
町内でまちづくり活動をしていらっしゃ
る方をお招きして、熱い想いを語っていた
だきます。

●日時　11月10日土 午前10時～12時

●会場　平生町武道館

■問合せ先 平生町企画課　Tel（56）7120

コミュニティ意識の活性化のために“何が
できるのか。何から始めればいいのか”をみ
なさんと一緒に考えながら、住みよいまちづ
くりを進めましょう。

携
帯
電
話
　h

ttp
://w

w
w
.y
a
m
a

g
u
ch
i-k
o
so
d
a
te
.n
e
t/y
u
ta
i/i/

◆
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
利
用
対
象
、

提
供
日
は
、
事
業
所
が
独
自
に
設
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
確

認
し
て
く
だ
さ
い

◆
子
ど
も
連
れ
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

原
則
目
で
見
て
確
認
し
ま
す

◆
利
用
の
際
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
意
思
表
示
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

山
口
県
こ
ど
も
未
来
課

Tel
０
８
３
（
９
３
３
）
２
７
５
４

まちづくりシンポジウムを開催

町
役
場
職
員
人
事
異
動

町
職
員
の
人
事
異
動
が
次
の
と
お

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

併
　
任

（
10
月
１
日
付
）

●
税
務
課

小
山
茂
夫
（
山
口
県
か
ら
派
遣
）

海
技
免
状
・
操
縦
免
許
証
に
つ
い
て

海
技
免
状
お
よ
び
操
縦
免
許
証

は
、
そ
の
種
類
を
問
わ
ず
、
５
年
ご

と
に
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

中
国
運
輸
局
山
口
運
輸
支
局

Tel
０
８
３
４
（
２
１
）
０
１
８
０

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
や
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
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《10月16日～11月15日》

平生町民憲章
わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ

ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
わたくしたち　平生町民は

1 自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1 スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1 思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1 勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1 文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した古紙配合率
100％再生紙を使用しています。

平生中学校２年　大江享平平生中学校２年　木舩満帆

「ゆたかなまちをつくります」ポスター・標語

標語最優秀作品ポスター最優秀作品

育てよう

花と緑と　思いやり

笑顔あふれる　平生町

平成19年度特別展示第４弾「あすなろ絵画展」開催中（～10月31日）町歴史民俗資料館付属展示室
【開館時間】午前９時～午後４時　【休館日】10月15日月、22日月、29日月




